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農業産出額（令和６年）

（１）沖縄県

  農業産出額は909億円。

  うち畜産は367億円（構成比40.4％）で、沖縄の農業で基幹
的な地位を占めている。

（２）沖縄県の畜種別産出額

肉用牛が147億円（畜産部門における構成比40.1％）と最
も高く、次いで豚126億円（同34.3％）、鶏60億円（同16.3％）、
乳用牛31億円（同8.4％）と続いている。

（３）全国

農業産出額は10兆7,801億円。

うち畜産は3兆6,654億円（構成比34.0％）。

全国の畜産の産出額に占める沖縄県のシェアは、1.0％と
なっている。

注：全国の値は全国統計表より。沖縄県の値は都道府県別表より。

沖縄：農業産出額の部門別及び畜種別構成割合（R６年）

資料：農林水産省「生産農業所得統計」の全国及び都道府県別の実額
 注：［ ］内は畜産部門を100%とした場合の割合

全国：農業産出額の部門別及び畜種別構成割合（R６年）

Ⅰ 沖縄の畜産の位置付け

1

米 0.6%

5億円

野菜 17.1%

155億円

果実 7.7%

70億円

花き 7.8%

71億円

工芸農作物

24.9%

226億円

その他（いも類等） 1.7 %  15億円

肉用牛 16.2%

147億円

豚 13.9%

126億円

鶏 6.6%

乳用牛 3.4%

その他 0.3%

畜産40.4%

367億円

［40.1%］

［34.3%］

909億円

沖縄県

60億円［16.3%］

31億円［8.4%］

3億円［0.8%］

◯畜産部門　産出額上位都道府県 （単位：億円）

1位 2位 3位 4位 5位 28位

北海道 鹿児島県 宮崎県 岩手県 千葉 沖縄県

8,399 3,622 2,344 1,864 1,464 367
米 23.7%

2兆5,524億円

野菜 23.7%

2兆5,510億円

果実 9.4%

1兆112億円

花き 3.2% 3,423億円
工芸農作物 1.5% 1,577億円

その他(いも類等) 4.6% 5,001億円

肉用牛 7.3%

豚  7.0%

鶏  9.4%

乳用牛 9.3%

その他 0.9％

1,021億円 ［2.8%］

畜産 34.0%

3兆6,654億円

7,861億円 ［21.4%］

7,567億円 ［20.6%］

１兆170億円 ［27.7%］

1兆35億円 ［27.4%］

10兆7,801億円

全 国
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資料：農林水産省「畜産統計」（各年２月１日現在） 

◎飼養戸数 （単位：戸、％）

区　分 H5年 H10年 Ｈ15年 Ｈ20年 Ｈ22年 Ｈ25年 Ｈ27年 Ｈ28年 Ｈ29年 Ｈ30年 Ｈ31年 R2年 R3年 R4年 R5年 R6年 R7年

4,170 3,610 3,440 3,140 3,110 3,010 2,700 2,610 2,530 2,470 2,380 2,350 2,250 2,170 2,140 2,100 2,060

(3.5) (▲1.9) (▲0.9) (0.3) (1.3) (▲1.3) (▲2.2) (▲3.3) (▲3.1) (▲2.4) (▲3.6) (▲1.3) (▲4.3) (▲3.6) (▲1.4) (▲1.9) (▲1.9)

〔2.1〕 〔2.7〕 〔3.5〕 〔3.9〕 〔4.2〕 〔4.9〕 〔5.0〕 〔5.0〕 〔5.0〕 〔5.1〕 〔5.1〕 〔5.4〕 〔5.3〕 〔5.4〕 〔5.5〕 〔5.8〕 〔6.1〕

199,000 133,400 98,100 80,400 74,400 61,300 54,400 51,900 50,100 48,300 46,300 43,900 42,100 40,400 38,600 36,500 34,000

(▲5.3) (▲6.6) (▲5.9) (▲2.3) (▲3.8) (▲6.0) (▲5.4) (▲4.6) (▲3.5) (▲3.6) (▲4.1) (▲5.2) (▲4.1) (▲4.0) (▲4.5) (▲5.4) (▲6.8)

◎飼養頭数 （単位：頭、％）

61,200 74,600 81,000 84,000 85,600 76,400 70,300 70,500 72,000 73,600 74,700 79,700 81,900 78,000 81,000 79,000 75,300

(14.4) (8.0) (0.7) (7.1) (1.1) (▲7.7) (▲1.5) (0.3) (2.1) (2.2) (1.5) (6.7) (2.8) ▲ (4.8) (3.8) ▲ (2.5) ▲ (4.7)

〔2.1〕 〔2.6〕 〔2.9〕 〔2.9〕 〔3.0〕 〔2.9〕 〔2.8〕 〔2.8〕 〔2.9〕 〔2.9〕 〔3.0〕 〔3.1〕 〔3.1〕 〔3.0〕 〔3.0〕 〔3.0〕 〔2.9〕

2,956,000 2,848,000 2,805,000 2,890,000 2,892,000 2,642,000 2,489,000 2,479,000 2,499,000 2,514,000 2,503,000 2,555,000 2,604,000 2,614,000 2,687,000 2,672,000 2,595,000

(2.0) (▲0.1) (▲1.2) (3.0) (▲1.1) (▲3.0) (▲3.0) (▲0.4) (0.8) (0.6) (▲0.4) (2.1) (1.9) (0.4) (2.8) (2.2) (▲3.4)

◎1戸当たりの飼養頭数の推移 （単位：頭/戸）

区　分 H5年 H10年 Ｈ15年 Ｈ20年 Ｈ22年 Ｈ25年 Ｈ27年 Ｈ28年 Ｈ29年 Ｈ30年 Ｈ31年 R2年 R3年 R4年 R5年 R6年 R7年

沖　縄 14.7 20.7 23.5 26.8 27.5 25.4 26.0 27.0 28.5 29.8 31.4 33.9 36.4 35.9 37.9 37.6 36.6

全　国 14.9 21.3 28.6 35.9 38.9 43.1 45.8 47.8 49.9 52.0 54.1 58.2 61.9 64.7 69.6 73.2 76.3

資料：農林水産省「畜産統計」（各年２月１日現在）

注注：（　　）は対前年増減率、〔　　〕は全国に占める沖縄県のシェア。各年の飼養頭数を飼養戸数で除して算出。

沖　縄

R3年区　分 H5年 H10年

全　国

Ｈ25年 Ｈ30年Ｈ29年Ｈ28年

沖　縄

Ｈ22年

全　国

H15年 Ｈ20年 R7年R6年Ｈ27年 Ｈ31年 R2年 R4年 R5年

Ⅱ 沖縄の畜産情勢

（１）飼養戸数

  肉用牛の飼養戸数は減少傾向に
あり、令和７年は前年より40戸減少
の2,060戸となっている。

全国に占めるシェアは前年から
微増して、6.1％。

１ 肉用牛

（２）飼養頭数

① 肉用牛の飼養頭数は、平成22年
の85,600頭をピークに減少傾向に
あったが、平成28年以降、増加傾
向で推移。

令和７年は前年から3,700頭減の
75,300頭となっている。

   全国に占めるシェアは2.9％。

② 令和７年の１戸当たりの飼養頭
数は、36.6頭で全国平均（76.3頭）
の48.0％の飼養規模となっている。
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◎子取り用めす牛の飼養頭数 （単位：頭、％）

区　分 H5年 H10年 Ｈ15年 Ｈ20年 Ｈ22年 Ｈ25年 Ｈ27年 Ｈ28年 Ｈ29年 Ｈ30年 Ｈ31年 R2年 R3年 R4年 R5年 R6年 R7年

33,700 40,800 48,000 49,100 50,400 47,700 42,200 41,800 42,600 43,000 43,700 44,100 45,100 44,700 45,200 44,200 41,500

(19.5) (7.9) (3.4) (4.5) (0.0) (▲4.4) (▲0.5) (▲0.9) (1.9) (0.9) (1.6) (0.9) (2.3) (▲0.9) (1.1) (▲2.2) (▲6.1)

〔4.5〕 〔6.3〕 〔7.5〕 〔7.4〕 〔7.4〕 〔7.7〕 〔7.3〕 〔7.1〕 〔7.1〕 〔7.0〕 〔7.0〕 〔7.1〕 〔7.1〕 〔7.0〕 〔7.0〕 〔6.9〕 〔6.8〕

744,700 649,100 642,900 667,300 683,900 618,400 579,500 589,100 597,300 610,400 625,900 622,000 632,800 636,800 645,200 640,400 611,400

(0.8) (▲0.7) (0.9) (4.9) (0.3) (▲3.7) (▲2.6) (1.7) (1.4) (2.2) (2.5) (▲0.6) (1.7) (0.6) (1.3) (▲0.7) (▲4.5)

◎肉用種肥育牛の飼養頭数 （単位：頭、％）

区　分 H5年 H10年 Ｈ15年 Ｈ20年 Ｈ22年 Ｈ25年 Ｈ27年 Ｈ28年 Ｈ29年 Ｈ30年 Ｈ31年 R2年 R3年 R4年 R5年 R6年 R7年

13,600 12,900 5,670 5,590 6,880 5,910 6,390 6,270 6,530 6,850 7,370 6,800 6,540 5,980 6,100 6,650 6,850

(4.6) (7.5) (▲19.3) (9.6) (1.2) (▲31.8) (▲7.3) (▲1.9) (4.1) (4.9) (7.6) (▲7.7) (▲3.8) (▲8.6) (2.0) (9.0) (3.0)

〔1.8〕 〔1.7〕 〔0.8〕 〔0.7〕 〔0.8〕 〔0.7〕 〔0.9〕 〔0.9〕 〔0.9〕 〔0.9〕 〔1.0〕 〔0.9〕 〔0.8〕 〔0.7〕 〔0.7〕 〔0.8〕 〔0.8〕

759,500 745,800 729,800 770,100 844,100 789,800 740,700 720,000 722,300 736,600 753,400 784,600 799,400 798,300 830,500 841,600 833,600

(3.2) (▲4.9) (0.5) (4.5) (4.3) (▲2.6) (▲4.1) (▲2.8) (0.3) (2.0) (2.3) (4.1) (1.9) (▲0.1) (4.0) (1.3) (▲1.0)

（単位：頭、％）

区　分 H5年 H10年 Ｈ15年 Ｈ20年 Ｈ22年 Ｈ25年 Ｈ27年 Ｈ28年 Ｈ29年 Ｈ30年 Ｈ31年 R2年 R3年 R4年 R5年 R6年 R7年

1,370 1,640 660 1,310 1,060 720 790 810 790 650 510 590 470 460 520 680 790

(8.7) (3.8) (▲12.0) (52.3) (▲10.9) (▲26.5) (▲37.8) (2.5) (▲2.5) (▲17.7) (▲21.5) (15.7) (▲20.3) (▲2.1) (13.0) (30.8) (16.2)

〔0.1〕 〔0.1〕 〔0.1〕 〔0.1〕 〔0.1〕 〔0.1〕 〔0.1〕 〔0.1〕 〔0.1〕 〔0.1〕 〔0.1〕 〔0.1〕 〔0.1〕 〔0.1〕 〔0.1〕 〔0.1〕 〔0.1〕

1,088,000 1,108,000 1,101,000 1,067,000 968,300 873,400 827,700 837,100 834,700 813,000 768,600 763,400 775,800 802,200 804,400 775,100 743,800

(0.5) (3.4) (▲2.3) (0.3) (▲6.3) (▲2.1) (▲2.8) (1.1) (▲0.3) (▲2.6) (▲5.5) (▲0.7) (1.6) (3.4) (0.3) (▲3.6) (▲4.0)

資料：農林水産省「畜産統計」（各年２月１日現在）

注注：（　　）は対前年増減率、〔　　〕は全国に占める沖縄県のシェア。

全　国

全　国

沖　縄

沖　縄

◎乳用種肥育牛の飼養頭数（交雑種含む）

沖　縄

全　国

③  子取り用めす牛

 令和７年の飼養頭数は、前
年より2,700頭減少の41,500頭と
なっている。

 全国に占めるシェアは6.8％。

（３）地域別飼養戸数・頭数割合

 令和６年の飼養戸数・飼養頭
数割合は、ともに八重山地域が
最も多く、それぞれ32.5％（飼養戸
数）、43.0％（飼養頭数）となって
いる。

④  肉用種肥育牛

令和７年の飼養頭数は、前年
より200頭増加の6,850頭となっ
ている。

       全国に占めるシェアは0.8％。

⑤  乳用種肥育牛（交雑種含む）

令和７年の飼養頭数は、前年
より110頭増加の790頭となって
いる。

    全国に占めるシェアは0.1％。

資料：沖縄県畜産課「家畜・家きん等の飼養状況調査結果」（令和６年12月末現在） 3
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資料：（公財）沖縄県畜産振興公社「家畜市場肉用牛取引実績報告書」

順位 都道府県 取引頭数
（頭）

1位 鹿児島県 72,828
2位 宮崎県 51,158
3位 北海道 51,105
4位 沖縄県 23,882
5位 長崎県 19,764

全国の黒毛和種子牛の取引頭数（令和６年度）

（４）家畜市場における子牛取引

① 子牛取引価格

年度別平均取引価格の推移をみると、平成18年度
当時の過去最高値448千円の後、景気の低迷等によ
る牛肉需要の落ち込みを背景として低落基調となり、
平成21年度には、302千円と300千円割れ寸前となった
（去勢338千円、めす256千円）。

その後、宮崎県での口蹄疫発生（平成22年４月）や
東日本大震災（平成23年３月）等、諸々の要因による
子牛生産頭数減少の中、景気回復による牛肉需要増
大の影響により家畜市場での引き合いが強まり、子牛
価格は上昇傾向で推移していた。令和２年度からは新
型コロナ拡大や経済活動の再開等に伴う不安定な枝
肉価格に追随する値動きとなった。令和６年度は、令
和５年度に続き、食品価格全般の値上げ等の影響で
牛枝肉は引き合いが弱まり、子牛価格は下落し続けて
おり、平均取引価格は、482千円（去勢532千円、めす

412千円）となっている。 

 ② 子牛取引頭数

 年度別取引頭数の推移をみると、平成21年度に過
去最高の27,784頭となった。

その後は子取り用めす牛飼養頭数の減により減少
傾向となったが、近年は横ばいで推移し、令和６年度

は対前年度減の23,882頭となっている。

資料：（独）農畜産業振興機構「肉用子牛取引情報」

注：沖縄県の取引頭数は、（公財）沖縄県畜産振興公社
「家畜市場肉用牛取引実績報告書」による 4
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資料：（公財）沖縄県畜産振興公社 「家畜市場肉用牛取引実績報告書」
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（５）家畜市場別の子牛取引

①  取引頭数

  現在、県内では８カ所の家畜市場
で取引が行われ、令和６年度の取引
実績をみると、八重山家畜市場での
取引が7,942頭と最も多く、全体の
33％を占めており、次いで南部家畜
市場の4,725頭（20％）、宮古家畜市
場の3,716頭（16％）となっている。

②  取引価格

県内の家畜市場における令和６年
度の平均取引価格（去勢・めす平均）
は、483千円となっている。令和５年
度（496千円）と比べると、平均取引
価格は13千円ほど減少した。

家畜市場別での平均取引価格（去
勢・めす平均）をみると、今帰仁家畜
市場が561千円と最も高く、黒島家畜
市場が406千円と最も安くなっている。

5

取引頭数 取引価格
（頭） （円/頭）

南部家畜市場 4,725 499,253
伊江家畜市場 1,470 497,971
宮古家畜市場 3,716 473,685
八重山家畜市場 7,942 467,742
今帰仁家畜市場 2,811 561,020
黒島家畜市場 775 405,789
久米島家畜市場 1,267 434,046
多良間家畜市場 1,176 439,231
沖縄（全体） 23,882 482,539

令和６年度　市場別取引実績 （黒毛和種：去勢・めす平均)

市場名

資料：（公財）沖縄県畜産振興公社「家畜市場肉用牛取引実績報告書」
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資料：農林水産省「畜産統計」（各年2月1日現在）

◎飼養戸数 （単位：戸、％）

区　分 H5年 H10年 H15年 H20年 Ｈ25年 Ｈ28年 Ｈ29年 Ｈ30年 Ｈ31年 R２年 R３年 R４年 R５年 R６年 R７年

180 160 140 106 80 74 73 69 64 66 64 65 64 65 65

(0.0)  (▲5.9)  (▲6.7)  (▲5.4)  (▲3.6)  (▲2.6)  (▲1.4)  (▲5.5)  (▲7.2) (3.1)  (▲3.0) (1.6)  (▲1.5) (1.6) (0.0)

〔0.4〕 〔0.4〕 〔0.5〕 〔0.4〕 〔0.4〕 〔0.4〕 〔0.4〕 〔0.4〕 〔0.4〕 〔0.5〕 〔0.5〕 〔0.5〕 〔0.5〕 〔0.5〕 〔0.6〕

13,300 10,600 9,200 8,090 7,130 6,490 6,310 6,140 5,970 5,840 5,720 5,560 5,380 5,170 4,970

 (▲4.3)  (▲3.6)  (▲2.1)  (▲2.6)  (▲1.9)  (▲2.8)  (▲2.8)  (▲2.7)  (▲2.8)  (▲2.2)  (▲2.1)  (▲2.8)  (▲3.2)  (▲3.9)  (▲3.9)

50,900 37,400 29,800 24,400 19,400 17,000 16,400 15,700 15,000 14,400 13,900 13,300 12,600 11,900 11,300

 (▲7.6)  (▲5.1)  (▲3.9)  (▲3.9)  (▲3.5)  (▲4.0)  (▲3.5)  (▲4.3)  (▲4.5)  (▲4.0)  (▲3.5)  (▲4.3)  (▲5.3)  (▲5.6)  (▲5.0)

◎飼養頭数 （単位：頭、％）

区　分 H5年 H10年 H15年 H20年 Ｈ25年 Ｈ28年 Ｈ29年 Ｈ30年 Ｈ31年 R２年 R３年 R４年 R５年 R６年 R７年

9,350 8,620 7,530 5,110 4,650 4,320 4,310 4,190 4,230 4,250 4,310 4,040 3,930 3,680 3,570

(0.1)  (▲4.9)  (▲4.3)  (▲9.2)  (▲3.3)  (▲6.7)  (▲0.2)  (▲2.8) (1.0) (0.5) (1.4)  (▲6.3)  (▲2.7)  (▲6.4)  (▲3.0)

〔0.5〕 〔0.5〕 〔0.4〕 〔0.3〕 〔0.3〕 〔0.3〕 〔0.3〕 〔0.3〕 〔0.3〕 〔0.3〕 〔0.3〕 〔0.3〕 〔0.3〕 〔0.3〕 〔0.3〕

927,200 882,400 863,500 819,400 806,800 785,700 779,400 790,900 801,000 820,900 830,300 846,100 842,700 821,500 816,800

(2.1)  (▲0.8) (0.4)  (▲2.0)  (▲1.8)  (▲0.8)  (▲0.8) (1.5) (1.3) (2.5) (1.1) (1.9)  (▲0.4)  (▲2.5)  (▲0.6)

2,068,000 1,860,000 1,719,000 1,533,000 1,423,000 1,345,000 1,323,000 1,328,000 1,332,000 1,352,000 1,356,000 1,371,000 1,356,000 1,313,000 1,293,000

 (▲0.7)  (▲2.1)  (▲0.4)  (▲3.7)  (▲1.8)  (▲1.9)  (▲1.6) (0.4) (0.3) (1.5) (0.3) (1.1)  (▲1.1)  (▲3.2)  (▲1.5)

◎1戸当たりの飼養頭数の推移 （単位：頭/戸）

区　分 H5年 H10年 Ｈ15年 Ｈ20年 Ｈ25年 Ｈ28年 Ｈ29年 Ｈ30年 Ｈ31年 R２年 R３年 R４年 R５年 R６年 R７年

沖　縄 51.9 53.9 53.8 48.2 58.1 58.4 59.0 60.7 66.1 64.4 67.3 62.2 61.4 56.6 54.9

北海道 69.7 83.2 93.9 101.3 113.2 121.1 123.5 128.8 134.2 140.6 145.2 152.2 156.6 158.9 164.3

全　国 40.6 49.7 57.7 62.8 73.4 79.1 80.7 84.6 88.8 93.9 97.6 103.1 107.6 110.3 114.4

資料：農林水産省「畜産統計」（各年２月１日現在）

注注：（　　）は対前年増減率、〔　　〕は全国に占める沖縄県のシェア。各年の飼養頭数を飼養戸数で除して算出。

北海道

全　国

沖　縄

沖　縄

北海道

全　国

（１）飼養戸数

   乳用牛の飼養戸数は減少傾向に
あり、令和７年は前年同数の65戸と
なっている。

 全国に占めるシェアは前年から微
増して0.6％。

２ 乳用牛

（２）飼養頭数

  ①  乳用牛の飼養頭数は、ここ数年
減少傾向にあり、令和７年は前年よ
り110頭減少の3,570頭となっている。

        全国に占めるシェアは0.3％。

② 令和７年の１戸当たりの飼養頭
数は、54.9頭で全国平均（114.4頭）
の48.0％の飼養規模となっている。

（年）
6



◎生乳生産量及び用途別処理量 （単位：ｔ、％）

8,550,534 8,549,404 8,404,999 7,945,110 7,447,032 7,342,475 7,282,255 7,362,387 7,433,335 7,646,540 7,532,811 7,323,941 7,373,284

 (▲0.8)  (▲0.9) (0.3)  (▲1.0)  (▲2.1)  (▲0.9)  (▲0.1) (1.1) (1.0) (2.9)  (▲1.5)  (▲2.8) (0.7)

35,719 38,377 38,659 29,264 27,995 25,712 23,465 23,347 22,943 22,622 21,281 19,865 18,616

(1.6)  (▲0.2)  (▲2.3)  (▲10.4)  (▲0.9)  (▲3.7)  (▲3.6)  (▲0.5)  (▲1.7)  (▲1.4)  (▲5.9)  (▲6.7)  (▲12.5)

559 1,787 308 580 663 731 1,037 696 1,258 1,289 711 1,150 1,171

(1,646.9)  (▲4.5)  (▲12.3)  (▲32.4)  (▲30.6)  (▲24.6) (13.0)  (▲32.9) (80.7) (2.5)  (▲44.8) (61.7) (64.7)

0 0 881 103 116 50 0 163 426 156 224 86 54

- -  (▲11.4)  (▲83.2) (13.7)  (▲25.4)  (▲100.0) - (161.3)  (▲63.4) (43.6)  (▲61.6)  (▲75.9)

8,550,534 8,549,404 8,404,999 7,945,110 7,447,032 7,342,475 7,282,255 7,362,387 7,433,335 7,646,520 7,532,811 7,323,941 7,373,284

 (▲0.8)  (▲0.9) (0.3)  (▲1.0)  (▲2.1)  (▲0.9)  (▲0.1) (1.1) (1.0) (2.9)  (▲1.5)  (▲2.8)  (▲2.1)

36,278 40,161 38,086 29,741 28,542 26,393 24,502 23,880 23,775 23,755 21,768 20,929 19,733

(3.2)  (▲0.4)  (▲2.2)  (▲9.6)  (▲1.9)  (▲4.4)  (▲3.0)  (▲2.5)  (▲0.4)  (▲0.1)  (▲8.4)  (▲3.9)  (▲9.3)

5,030,263 5,025,951 4,975,412 4,414,770 3,964,647 3,989,455 4,006,039 3,997,143 4,034,278 3,997,800 3,941,766 3,839,579 3,820,743

 (▲1.5)  (▲1.9)  (▲1.4)  (▲2.1)  (▲1.1) (0.9) (0.6)  (▲0.2) (0.9)  (▲0.9)  (▲1.4)  (▲2.6)  (▲3.1)

33,966 38,546 36,464 29,208 28,403 26,297 24,455 23,834 23,668 23,476 21,549 20,814 19,606

(3.6)  (▲0.1)  (▲2.8)  (▲7.4)  (▲1.6)  (▲4.3)  (▲2.9)  (▲2.5)  (▲0.7)  (▲0.8)  (▲8.2)  (▲3.4)  (▲9.0)

3,381,055 3,419,499 3,344,303 3,450,730 3,425,551 3,301,787 3,231,140 3,320,765 3,354,535 3,599,292 3,544,876 3,437,111 3,507,114

 (▲0.3) (0.7) (3.0) (0.5)  (▲3.2)  (▲2.8)  (▲0.8) (2.8) (1.0) (7.3)  (▲1.5)  (▲3.0)  (▲1.1)

2,219 1,583 1,506 472 7 0 0 0 0 12 12 12 24

 (▲5.7)  (▲6.9) (11.7)  (▲47.8)  (▲93.0)  (▲100.0) - - - - (0.0) (0.0) (100.0)

資料：農林水産省「牛乳乳製品統計」から年度ベース集計。

　 注１：（　）内は対前年度増減率

　 注２：令和７年１月以降は速報値

R6R3H30H25 H28 R1 R2 R5R4

全　国

沖　縄

うち乳製
品向け

H15

全　国

移入量

移出量

H20H5

沖　縄

全　国

うち牛乳
等向け

沖　縄

H10

全　国

沖　縄

県内への
生　　　乳
移入出量

生　 乳
処理量

生　 乳
生産量

　　　　　　　　　年 　　度
　区　　分

（３）地域別飼養戸数・頭数割合

 令和６年の飼養戸数・頭数割合
は、ともに本島南部地域が最も多く、
それぞれ67.3％（飼養戸数）、69.1％
(飼養頭数)となっている。

資料：沖縄県畜産課「家畜・家きん等の飼養状況調査結果」（令和６年12月末現在）

（４）生乳生産量と用途別処理量

①  県内の生乳生産量は、近年は
減少傾向で推移しており、令和６
年度は18,616tとなっている。

  ② 夏場の牛乳等需要期に県内産
生乳の不足分を、県外（主に九州）
から生乳で移入しており、令和６年
度は1,171ｔの移入実績となってい
る。

③ 生産された県内産生乳のほとん
どは、牛乳等（牛乳、加工乳、乳飲
料等）向けに処理されている。
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資料：農林水産省 「畜産統計」（各年2月1日現在） 、農林水産省 「牛乳乳製品統計」 月報値で集計。
 注：経産牛１頭当たり乳量は、生乳生産量（年度ベース集計）を経産牛飼養頭数で除して算出。

経産牛飼養頭数は、当該年2月1日現在と前年度の2月１日現在の飼養頭数の合計値を２で除した頭数。

【令和６年度】
全  国 8,957kg
北海道 9,087kg
都府県 8,784kg
沖縄県  6,745kg

（年度）
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資料：農林水産省 「畜産統計」（各年2月1日現在）
 注：１戸当たり経産牛飼養頭数は、経産牛飼養頭数を成畜の飼養戸数で除して算出。

（年）

（５）１戸当たり経産牛飼養頭数

 令和７年の１戸当たり経産牛飼養頭
数は、全国平均・都道府県平均を下回
る40.9頭の飼養規模となっている。

（６）経産牛１頭当たりの乳量

 沖縄県における経産牛１頭当たり乳
量は、平成25年度の7,987kgをピークに
減少に転じている。平成26年度には台
風が多く接近した影響とみられる生乳
生産量の減少があったが、その後回復
した。しかし、近年は減少傾向にあり、
令和６年度は6,745kgとなっている。

これは、全国平均の約75％、都府県
平均の約77％である。

8



３ 豚

（１）飼養戸数

  豚の飼養戸数は、減少傾向で推
移しており、令和６年は前年より21戸
減少の174戸となっている。

   全国に占めるシェアは5.6％。

（２）飼養頭数

  ① 豚の飼養頭数は、令和６年は前年
より11.4千頭減少の184.5千頭となっ
ている。

 全国に占めるシェアは2.1％。

② 令和６年の１戸当たりの飼養頭数
は1,060.3頭で、全国平均(2,810.9頭)
の37.7％の飼養規模となっている。

9
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資料：農林水産省「畜産統計」（各年２月１日現在）
 注：平成27年、令和２年及び令和７年はセンサス年のため調査なし。

（年）

◎飼養戸数 （単位：戸、％）

区　分 H5年 H10年 H15年 H20年 H25年 H26年 H28年 Ｈ29年 Ｈ30年 Ｈ31年 R3年 R4年 R5年 R6年

800 590 410 330 285 276 271 268 257 237 225 219 195 174

 (▲9.1)  (▲6.3)  (▲14.6)  (▲0.3)  (▲3.7)  (▲3.2) …  (▲1.1)  (▲4.1)  (▲7.8) …  (▲2.7)  (▲13.3)  (▲20.5)

〔3.2〕 〔4.4〕 〔4.3〕 〔4.6〕 〔5.1〕 〔5.2〕 〔5.6〕 〔5.7〕 〔5.7〕 〔5.5〕 〔5.8〕 〔6.1〕 〔5.8〕 〔5.6〕

25,300 13,400 9,430 7,230 5,570 5,270 4,830 4,670 4,470 4,320 3,850 3,590 3,370 3,130

 (▲15.4)  (▲6.9)  (▲5.7)  (▲4.2)  (▲4.6)  (▲5.4) …  (▲3.3)  (▲4.3)  (▲3.4) …  (▲6.8)  (▲12.5)  (▲12.8)

◎飼養頭数 （単位：千頭、％）

区　分 H5年 H10年 H15年 H20年 H25年 H26年 H28年 Ｈ29年 Ｈ30年 Ｈ31年 R3年 R4年 R5年 R6年

307.0 297.3 289.7 236.9 246.8 234.0 221.7 217.2 225.8 209.8 203.4 211.7 195.9 184.5

 (▲2.3)  (▲4.0)  (▲0.8) (1.0)  (▲1.1)  (▲5.2) …  (▲2.0) (4.0)  (▲7.1) … (4.1)  (▲3.7)  (▲12.8)

〔2.8〕 〔3.0〕 〔3.0〕 〔2.4〕 〔2.5〕 〔2.5〕 〔2.4〕 〔2.3〕 〔2.5〕 〔2.3〕 〔2.2〕 〔2.4〕 〔2.2〕 〔2.1〕

10,783.0 9,904.0 9,725.0 9,745.0 9,685.0 9,537.0 9,313.0 9,346.0 9,189.0 9,156.0 9,290.0 8,949.0 8,956.0 8,798.0

 (▲1.7) (0.8) (1.2)  (▲0.1)  (▲0.5)  (▲1.5)  (▲2.3) (0.4)  (▲1.7)  (▲0.4) …  (▲3.7)  (▲3.6)  (▲1.7)

◎1戸当たりの飼養頭数の推移 （単位：頭/戸）

区　分 H5年 H10年 Ｈ15年 Ｈ20年 Ｈ25年 Ｈ26年 Ｈ28年 Ｈ29年 Ｈ30年 Ｈ31年 R3年 R4年 R5年 R6年

沖　縄 383.8 503.9 706.6 717.9 866.0 847.8 818.1 810.4 878.6 885.2 904.0 966.7 1,004.6 1,060.3

全　国 426.2 739.1 1,031.3 1,347.9 1,738.8 1,809.7 1,928.2 2,001.3 2,055.7 2,119.4 2,413.0 2,492.8 2,657.6 2,810.9

資料：農林水産省「畜産統計」（各年２月１日現在）

 注１：（　　）は対前年増減率、〔　　〕は全国に占める沖縄県のシェア。各年の飼養頭数を飼養戸数で除して算出。

 注２：平成27年、令和2年及び令和７年はセンサス年のため調査なし。

全　国

沖　縄

全　国

沖　縄
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640

H6 H8 H10 H12 H14 H16 H18 H20 H22 H24 H26 H28 H30 R2 R4 R6

（円／kg） 豚枝肉「上」価格の推移

資料：（公財）沖縄県畜産振興公社調べ（令和２年度以降月別データの平均）
 注：価格は（株）沖縄県食肉センターの生産者買取り価格。

（年度）

（３）地域別飼養戸数・頭数割合

令和６年の飼養戸数・頭数割合は、と
もに本島北部地域が最も多く、それぞ
れ36.3％（飼養戸数）、57.9％（飼養頭
数）となっている。

資料：沖縄県畜産課「家畜・家きん等の飼養状況調査結果」（令和６年12月末現在）

（４）豚枝肉「上」の生産者価格の推移

 令和６年度の県内の豚枝肉生産
者価格は、令和５年度より48円増の
596円/kgとなっている。
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４ 採卵鶏

（２）飼養羽数

①  採卵鶏の飼養羽数は、前年より
減少しており、令和６年は1,431千羽
となっている。

全国に占めるシェアは0.8％。

（１）飼養戸数

   採卵鶏の飼養戸数は、近年ほぼ横
ばいで推移しており、令和６年は前年
より３戸減少し、34戸となっている。

全国に占めるシェアは2.1％。
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◎飼養戸数 （単位：戸、％）

H5年 H10年 H15年 Ｈ20年 Ｈ25年 Ｈ26年 Ｈ28年 Ｈ29年 Ｈ30年 Ｈ31年 R3年 R4年 R5年 R6年

170 110 90 55 46 45 45 45 44 46 40 38 37 34

 (▲5.6)  (▲21.4)  (▲10.0)  (▲8.3)  (▲6.1)  (▲2.2) … (0.0)  (▲2.2) (2.2) … ▲ (5.0) ▲ (2.6) ▲ (8.1)

〔2.0〕 〔2.0〕 〔2.1〕 〔1.7〕 〔1.7〕 〔1.8〕 〔1.8〕 〔1.9〕 〔2.0〕 〔2.2〕 〔2.1〕 〔2.1〕 〔2.2〕 〔2.1〕

8,450 5,390 4,340 3,300 2,650 2,560 2,440 2,350 2,200 2,120 1,880 1,810 1,690 1,640

 (▲7.8)  (▲17.5)  (▲4.2)  (▲4.6)  (▲5.7)  (▲3.4) …  (▲3.7)  (▲6.4)  (▲13.1)  (▲14.5)  (▲3.7)  (▲6.6)  (▲3.0)

区　分

沖　縄

全　国

◎飼養羽数 （単位：千羽、％）　

H5年 H10年 H15年 Ｈ20年 Ｈ25年 Ｈ26年 Ｈ28年 Ｈ29年 Ｈ30年 Ｈ31年 R3年 R4年 R5年 R6年

1,542 1,281 1,639 1,455 1,454 1,351 1,310 1,332 1,401 1,356 1,251 1,547 1,518 1,431

(5.9)  (▲0.9) (1.2)  (▲3.1)  (▲4.2)  (▲7.1) … (1.7) (5.2)  (▲3.2) … (23.7) ▲ (1.9) ▲ (5.7)

〔0.8〕 〔0.7〕 〔0.9〕 〔0.8〕 〔0.8〕 〔0.8〕 〔0.8〕 〔0.8〕 〔0.8〕 〔0.7〕 〔0.7〕 〔0.9〕 〔0.9〕 〔0.8〕

1,205 987 1,293 1,162 1,228 1,084 1,045 1,068 1,164 1,105 1,010 1,273 1,087 1,076

(4.1)  (▲7.9) (3.1)  (▲0.3) (0.4)  (▲11.7) … (2.2) (9.0)  (▲5.1) … (26.0) ▲ (14.6) ▲ (1.0)

188,704 182,644 176,049 181,664 172,238 172,349 173,349 176,366 181,950 182,368 180,918 180,096 169,810 168,599

(0.7)  (▲0.6)  (▲0.8)  (▲0.9)  (▲1.5) (0.1) … (1.7) (3.2) (0.2) … ▲ (0.5) ▲ (5.7) ▲ (0.7)

148,066 145,299 137,299 142,523 133,085 133,506 134,569 136,101 139,036 141,792 140,697 137,291 128,579 129,729

(2.0)  (▲0.6)  (▲0.3)  (▲0.2)  (▲1.8) (0.3) … (1.1) (2.2) (2.0) …  (▲2.4)  (▲6.3) (0.9)

資料：農林水産省「畜産統計」（各年２月１日現在）

 注１：（　　）は対前年増減率、〔　　〕は全国に占める沖縄県のシェア。

 注２：平成27年、令和２年及び令和７年はセンサス年のため調査なし。

区　分

沖　縄

うち
成鶏めす

全　国
うち
成鶏めす

飼養羽数

飼養羽数



◎1戸当たりの飼養羽数の推移 （単位：千羽/戸）

H5年 H10年 Ｈ15年 Ｈ20年 Ｈ25年 Ｈ26年 Ｈ28年 Ｈ29年 Ｈ30年 Ｈ31年 R3年 R4年 R5年 R6年

飼養羽数 9.1 11.6 18.2 26.5 31.6 30.0 29.1 29.6 31.8 29.5 31.3 40.7 41.0 42.1

うち
成鶏めす

7.1 9.0 14.4 21.1 26.7 24.1 23.2 23.7 26.5 24.0 25.3 33.5 29.4 31.6

飼養羽数 22.3 33.9 40.6 55.0 65.0 67.3 71.0 75.0 82.7 86.0 96.2 99.5 100.5 102.8

うち
成鶏めす

17.5 27.0 31.6 43.2 50.2 52.2 55.2 57.9 63.2 66.9 74.8 75.9 76.1 79.1

資料：農林水産省「畜産統計」（各年２月１日現在）

 注１：各年の飼養羽数を飼養戸数で除して算出。

 注２：平成27年、令和２年及び令和７年はセンサス年のため調査なし。

区　分

沖　縄

全　国

170戸

34戸

1,205千羽

1,076千羽
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180

H5 H10 H15 H20 H25 H26 H28 H29 H30 H31 R3 R4 R5 R6

(千羽)(戸)
採卵鶏の飼養戸数及び成鶏めす飼養羽数の推移

戸数

成鶏めす（6ヶ月以上）羽数

資料：農林水産省「畜産統計」（各年２月１日現在）
 注：平成27年、令和２年及び令和７年はセンサス年のため調査なし。

（年）

② 令和６年の１戸当たりの採卵鶏
（成鶏めす）飼養羽数は、31.6千羽
／戸で、全国平均(79.1千羽/戸)の
39.9％の飼養規模となっている。
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鶏卵生産量と卵価の推移

生産量（ｔ）

卵価（円/kg）

資料：鶏卵生産量は農林水産省「畜産物流通統計」
        卵価は沖縄県畜産課「おきなわの畜産」

（３）地域別飼養戸数・羽数(成鶏）割合

令和６年の飼養戸数割合は、本島
中部地域が31.3％と最も多い。一方、
飼養羽数割合は、本島南部地域
41.7％と最も多くなっている。

（４）鶏卵生産量と価格の推移

鶏卵の生産量は、平成24年をピー
クに減少傾向で推移しており、令和６
年は18,058tとなっている。

一方、卵価は生産量減を反映し、
上昇傾向となり、平成27年は226.8円
/kgの高値取引となったが、平成28
年から下落に転じた。令和５年は県
内外の鳥インフルエンザ発生の影響
により全国的に卵価が高騰したため、
336.7円/kgとなった。令和６年は供給
の回復等により前年に比べ、90.1円/
㎏減の246.6円/㎏となっている。

資料：沖縄県畜産課「家畜・家きん等の飼養状況調査結果」（令和６年12月末現在）
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※久米島、伊江島、本島周辺
離島は飼養羽数割合が単位未満
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戸数 羽数（千羽）
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資料：平成21年までは農林水産省「畜産物流通統計」、

 平成25年以降は農林水産省「畜産統計」（各年２月１日現在）
 注：両統計の調査結果には連続性はない。平成27年、令和２年及び令和７年はセンサス年のため調査なし。

５ ブロイラー

（１）飼養戸数     

 令和６年は、前年より１戸増え
15戸となっている。

 全国に占めるシェアは0.7％。

（２）飼養羽数

①  令和６年は、前年より４千羽
減少し624千羽となっている。 

 全国に占めるシェアは0.4％。

②  令和６年の１戸当たりの飼
養羽数は、41.6千羽で全国平均
（70.7千羽）の58.9％の飼養規模
となっている。
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◎飼養戸数 （単位：戸、％）

区　分 H5年 H10年 H15年 H20年 H25年 H26年 Ｈ28年 Ｈ29年 Ｈ30年 Ｈ31年 R3年 R4年 R5年 R6年

19 19 18 17 16 16 16 16 16 15 14 14 14 15

(11.8) (0.0) (5.9) (0.0) … (0.0) … (0.0) (0.0)  (▲6.3) … (0.0) (0.0) (7.1)

〔0.4〕 〔0.6〕 〔0.6〕 〔0.7〕 〔0.7〕 〔0.7〕 〔0.7〕 〔0.7〕 〔0.7〕 〔0.7〕 〔0.6〕 〔0.7〕 〔0.7〕 〔0.7〕

4,451 3,367 2,839 2,456 2,420 2,380 2,360 2,310 2,260 2,250 2,160 2,100 2,100 2,050

 (▲5.7)  (▲4.2)  (▲2.1)  (▲4.9) …  (▲1.7) …  (▲2.1)  (▲2.2)  (▲0.4) …  (▲2.8) (0.0)  (▲2.4)

◎飼養羽数 （単位：千羽、％）

区　分 H5年 H10年 H15年 H20年 H25年 H26年 Ｈ28年 Ｈ29年 Ｈ30年 Ｈ31年 R3年 R4年 R5年 R6年

678 606 644 508 577 587 642 648 684 707 636 685 628 624

 (▲15.7)  (▲15.7) (9.2) (9.0) … (1.7) … (0.9) (5.6) (3.4) … (7.7)  (▲8.3)  (▲0.6)

〔0.5〕 〔0.5〕 〔0.6〕 〔0.5〕 〔0.4〕 〔0.4〕 〔0.5〕 〔0.5〕 〔0.5〕 〔0.5〕 〔0.5〕 〔0.5〕 〔0.4〕 〔0.4〕

135,221 111,659 103,729 102,987 131,624 135,747 134,395 134,923 138,776 138,228 139,658 139,230 141,463 144,859

 (▲1.3)  (▲2.3)  (▲1.8)  (▲2.2) … (3.1) … (0.4) (2.9)  (▲0.4) …  (▲0.3) (1.6) (2.4)

◎1戸当たりの飼養羽数の推移 （単位：千羽/戸）

区　分 H5年 H10年 Ｈ15年 Ｈ20年 Ｈ25年 Ｈ26年 Ｈ28年 Ｈ29年 Ｈ30年 Ｈ31年 R3年 R4年 R5年 R6年

沖　縄 35.7 31.9 35.8 29.9 36.1 36.7 40.1 40.5 42.8 47.1 45.4 48.9 44.9 41.6

全　国 30.4 33.2 36.5 41.9 54.4 57.0 56.9 58.4 61.4 61.4 64.7 66.3 67.4 70.7

資料：平成21年までは農林水産省「畜産物流通統計」、平成25年以降は農林水産省「畜産統計」（各年２月１日現在）

 注１：両統計の調査結果には連続性はない。

 注２：（　　）は対前年増減率、〔　　〕は全国に占める沖縄県のシェア。1戸当たりの飼養羽数は、各年の飼養羽数を飼養戸数で除して算出。

 注３：平成27年、令和２年及び令和７年はセンサス年のため調査なし。

全　国

沖　縄

沖　縄

全　国



（３）地域別飼養戸数・羽数割合
令和６年の飼養戸数・羽数割合は、ともに

本島北部地域が最も多く、それぞれ71.4％
（飼養戸数）、99.3％（飼養羽数）となっている。

（参考）
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資料：農林水産省「畜産物流通統計」   （年次） 平成27年以降は全国計でのみ公表。

（年）

資料：沖縄県畜産課「家畜・家きん等の飼養状況調査結果」（令和６年12月末現在）
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Ⅲ 飼料情勢
粗飼料（自給飼料）

（１）飼料作物の作付面積

（令和６年産）
 

沖縄県における飼料作
物の作付面積は5,890ha
で、前年に比べて60ha減
少した。

（２）飼料作物の作物別作付  

面積（令和６年産） 
 

沖縄県における飼料作
物の作物別作付面積は、
牧草が5,850haで全体の
99.3％を占めている。
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◎飼料作物の作物別作付面積 （単位：　ha、％）

構成比

 牧　草 5,900 5,900 5,850 5,750 5,630 5,680 5,730 5,750 5,840 5,710 5,830 5,840 5,860 5,920 5,850 99.3

 青刈りとうもろこし 19 22 5 4 1 2 1 1 1 1 0 1 ｘ ｘ - ｘ

 ソルゴー 27 32 21 38 38 30 30 37 44 14 7 2 3 ｘ ｘ ｘ

 その他 60 22 20 15 16 12 12 12 15 15 13 17 ｘ ｘ ｘ ｘ

計 6,006 5,976 5,896 5,807 5,685 5,724 5,773 5,800 5,900 5,740 5,850 5,860 5,890 5,950 5,890 100

　　資料：農林水産省「耕地及び作付面積統計」

　　　 注：「X」は秘匿措置等のため非公表。

H25 H26 H27 Ｒ5Ｒ3 Ｒ4区　　　分 H22 H28 H29 H30 Ｒ2H23 H24 Ｒ元 Ｒ6

対前年差

全　国 911,400 933,000 931,600 915,100 924,300 975,200 988,400 985,100 970,300 961,600 955,700 1,001,000 1,026,000 1,018,000 975,500 ▲ 42,500

沖　縄 6,000 5,970 5,900 5,800 5,680 5,720 5,780 5,800 5,900 5,740 5,850 5,860 5,890 5,950 5,890 ▲ 60

資料：農林水産省「耕地及び作付面積統計」

R3

（単位：ha）　 

R5H26H25 H30 R2 R4H23 H24 H29H28H27

◎飼料作物の作付面積

H22 R元 R6

5,850 
牧草

5,850 

ソルゴー

×

青刈り

とうもろこし

-

その他

×

5,400

5,500

5,600

5,700

5,800

5,900

6,000

6,100

H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R元 R2 R3 R4 R5 R6

（ha）

（年産）

主要作物別作付面積の推移

その他
ソルゴー
青刈りとうもろこし
牧草

資料：農林水産省「耕地及び作付面積統計」

5,890

6,006

5,900



30.4a/頭

17.9a/頭

7.2a/頭

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

25.0

30.0

35.0

H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R元 R2 R3 R4 R5 R6

（a/頭）

（年産）

大家畜１頭当たり飼料作物における作付面積の推移

全 国 都府県 沖縄県

資料：農林水産省「作物統計」、農林水産省「畜産統計」
注：平成30年産の作物統計の数値（平成31年３月７日公表）は、概数値。

25a/頭

15a/頭

8a/頭

20a/頭

7a/頭

10a/頭

（４） 大家畜１頭当たりの飼料作物
作付面積

沖縄県における令和６年産の
大家畜１頭当たりの飼料作物
作付面積は、7.2aで、全国平均
（30.4a）の23.7%となっている。
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0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

H22 H23 H26 H27 H28 H29 H30 R元 R2 R3 R4 R5 R6

（kg/10a）

（年産）

牧草の10a当たりの収量の推移

全  国 都府県 沖縄県 10,40010,600
11,400

（３） 牧草の10ａ当たりの収量の推移

  沖縄県における令和６年産の牧草の
単位面積当たり収量は、10,400kg/10a
で、全国平均（3,470kg/10a）の約３倍
の収量となっている。

牧草の１０ａ当たりの収量の推移
単位：　kg/10a

区　　　分 H22 H23 H26 H27 H28 H29 H30 R元 R2 R3 R4 R5 R6

全　 国 3,630 3,550 3,410 3,540 3,360 3,500 3,390 3,430 3,370 3,340 3,520 3,400 3,470

都府県 - 4,050 3,920 - - 3,950 - - - - - 3,830 -

沖縄県 11,400 10,200 9,290 10,800 10,400 10,500 10,600 10,600 10,600 11,200 10,100 9,910 10,400

　　資料：農林水産省「作物統計」

　　注：主産県のみの調査により、都府県の単収の公表がない年度は「－」としている。



（５）沖縄県におけるコントラクター（飼料生産受託組織）の
活動状況

飼料生産におけるコントラクターとは、畜産農家から、
播種や収穫などの自給飼料の生産のための作業を受
託する外部支援組織をいう。

令和６年のコントラクターの組織数は、966組織のうち
北海道が２割強、九州が２割弱を占める。

沖縄県におけるコントラクターの組織数は、平成18年
度では13組織あったが、現在（令和６年）では宮古島市
及び与那国町の５組織（受託）となっている。

（全国）地域別組織数、割合（R６年）

資料：農林水産省畜産局飼料課調べ

資料：農林水産省「飼料生産組織をめぐる情勢」

全国966組織
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注：その他の業務とは、TMRの製造・販売、飼料作物以外の農作業の受託、飼料作物以外の
農作物の生産・販売、農地・草地の造成や整備の作業受託

5

1

0

1

2

3

4

5

飼料作物に係る農作業の受託 飼料作物の生産販売

（組織）
沖縄県におけるコントラクターの業務内容（R６年）

注：令和６年調査より活動状況に関する質問項目から業務内容に関する質問項目へと変更

飼料作物に係る農作業

の受託、生産・販売
100%

その他の業務
0%

沖縄県：５組織

北海道, 228組織, 

23.6%

東北, 178組

織, 18.4%

関東, 150組

織, 15.5%

北陸, 35組織, 

3.6%

東海, 51組織, 

5.3%

近畿, 18組織, 

1.9%

中四国, 116組

織, 12.0%

九州, 185組

織, 19.2%

沖縄, 5組織, 

0.5%



管理基準適用農家 管理基準対象外農家

畜産農家 2,885戸

恒久的設備で対応 簡易対応

管理施設を用い

ない方法で対応
管理基準適用農家

1,552戸

1,552戸
 54%

1,333戸
 46%

1,012戸
 65%

384戸
  25%

156戸
  10%

Ⅳ 畜産環境

※管理基準適用農家とは、

     飼養する家畜（法の対象家畜：牛・豚・鶏・馬）の頭
羽数が下記の頭羽数以上の農家をいう。

○牛及び馬にあっては、 10頭以上。
○豚にあっては、100頭以上。
○鶏にあっては、2,000羽以上。

１ 家畜排せつ物法施行状況

(令和５年12月１日時点調査）

（１）  管理基準適用農家

    沖縄県の全畜産農家数2,885戸のうち、 1,552戸  
(54％）が管理基準適用農家となっている。

（２）   管理基準不適合農家

    管理基準適用農家のうち、基準不適合農家につ
いては、平成16年に23戸あったが平成20年に解消さ
れ、それ以降、基準不適合農家は確認されておらず
良好に維持されている。

家畜排せつ物法施行状況調査結果（令和５年12月1日時点）の概要
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H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 R元 R３ R５

管理基準不適合農家数の推移

※H30、R２、R４、R６は調査なし

※R７は家畜排せつ物実態調査年のため調査なし
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２ 畜産経営に起因する苦情発生状況

畜種別 苦情発生件数の推移

（１）苦情発生状況

    沖縄県における苦情発生件数は、
令和７年度は前年より19件減少し、
41件となっている。

（２）畜種別

    畜種別の発生件数では、豚と肉
用牛が12件で最も多く、それぞれ
全体の29%を占めている。次いでそ
の他（養蜂、山羊）が８件で全体の
20%を占めている。

 

資料：農林水産省畜産局「畜産経営に起因する苦情発生状況調査」結果より
注：畜種の「その他」は養蜂、山羊等
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H元 10 20 30 R元 2 3 4 5 6 7 R7構成比

豚 207 83 19 17 22 7 5 11 15 22 12 29%

肉用牛 9 13 13 7 14 14 20 13 8 20 12 29%

採卵鶏 72 13 10 4 5 2 6 7 8 11 5 12%

乳用牛 5 2 5 4 3 3 1 5 4 2 3 7%

ブロイラー 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 2%

その他 － － － 2 4 4 4 22 18 4 8 20%

計 294 111 47 34 48 30 36 58 53 60 41 100%

207

12

9

12

72

5

5

3

1

1

0

8
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350

H元 10 20 30 R元 2 3 4 5 6 7

畜種別苦情発生件数の推移

豚 肉用牛 採卵鶏

乳用牛 ブロイラー その他

（ 件 ）

H元年
その他：０
ブロイラー：１
乳用牛：５
採卵鶏：72
肉用牛：９
豚：207

R7年
その他：８
ブロイラー：１
乳用牛：３
採卵鶏：５
肉用牛：12
豚：12



原因別 苦情発生件数の推移

（３）原因別

  令和７年度調査の苦情発生原

因は、悪臭が20件、次いでその
他の苦情（養蜂の糞害等）が14
件で、合わせて全体の約８割を
占めている。

資料：農林水産省畜産局「畜産経営に起因する苦情発生状況調査」結果より
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H元 10 20 30 R元 2 3 4 5 6 7 R7構成比

悪臭 72 50 22 19 24 8 12 17 12 27 20 49%

水質汚濁 33 13 14 6 12 15 3 4 1 2 1 2%

水質汚濁と悪臭発生 70 30 0 4 2 4 1 5 4 5 5 12%

悪臭発生と害虫発生 75 3 1 1 3 0 1 2 2 2 0 0%

水質汚濁と害虫発生 1 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0%

水質汚濁と悪臭発生と害虫発生 17 6 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0%

害虫発生 22 6 2 0 3 0 0 4 0 8 1 2%

その他 4 3 7 4 4 3 19 19 14 16 14 34%

計 294 111 47 34 48 30 36 52 33 60 41 100%
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原因別苦情発生件数の推移
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水質汚濁と悪臭発生

悪臭発生と害虫発生

水質汚濁と害虫発生

水質汚濁と悪臭発生と害虫発生

害虫発生

その他

（ 件 ）



Ⅴ その他参考資料

農林水産省「畜産統計」（令和７年２月１日現在 )  より
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【参考１】 沖縄の畜産 畜種別 主要なデータ

※豚、採卵鶏、ブロイラーは、令和７年がセンサス年のため調査なし

2,060戸 65戸 174戸 34戸 15戸

全国順位 5位 全国順位 31位 全国順位 6位 全国順位 23位 全国順位 24位

１位　鹿児島県  5,530戸 １位　北海道 4,970戸 １位　鹿児島県 387戸 １位　愛知県 109戸 １位　宮崎県 442戸 
２位　宮崎県 4,000戸 ２位　岩手県 650戸 ２位　宮崎県 261戸 ２位　鹿児島県 98戸 ２位　鹿児島県 402戸 
３位　岩手県 2,910戸 ３位　栃木県 531戸 ３位　千葉県 216戸 ３位　茨城県 88戸 ３位　岩手県 301戸 

全国 34,000戸  全国 11,300戸  全国 3,130戸  全国 1,640戸  全国 2,050戸 

75,300頭 3,570頭 184,500頭 1,076千羽 624千羽

全国順位 9位 全国順位 33位 全国順位 14位 全国順位 29位 全国順位 30位

１位　北海道 544,700頭 １位　北海道 816,800頭 １位　鹿児島県 1,200,000頭 １位　千葉県 11,186千羽 １位　鹿児島県 32,003千羽 
２位　鹿児島県 360,400頭 ２位　栃木県  51,400頭 ２位　北海道 721,900頭 ２位　茨城県 10,222千羽 ２位　宮崎県 28,155千羽 
３位　宮崎県 248,400頭 ３位　熊本県  41,900頭 ３位　宮崎県 752,200頭 ３位　岡山県 7,089千羽 ３位　岩手県 23,604千羽 

全国 2,595,000頭 全国 1,293,000頭  全国 8,798,000頭  全国 129,729千羽  全国 144,859千羽 

36.6頭 54.9頭 1,060.3頭 31,600羽 41,600羽 

全国順位 42位 全国順位 35位 全国順位 40位 全国順位 34位 全国順位 30位

１位　滋賀県 272.0頭 １位　三重県 270.8頭 １位　島根県  7,840.0頭 １位　青森県 204,300羽 １位　北海道 691,400羽 
２位　北海道 268.3頭 ２位　北海道 164.3頭 ２位　青森県   6,975.0頭 ２位　岩手県 188,400羽 ２位　鳥取県 286,500羽 
３位　三重県 227.6頭 ３位　島根県 152.2頭 ３位　広島県   6,150.0頭 ３位　秋田県 153,300羽 ３位　岡山県 157,800羽 

全国 76.3頭  全国 114.4頭  全国 2,810.9頭  全国 79,100羽  全国 70,700羽 

ブロイラー(Ｒ６年)

飼養戸数

飼養羽数

１戸当たり飼養羽数

肉用牛(R７年)

飼養戸数

飼養頭数

１戸当たり飼養頭数

採卵鶏(R６年)

飼養戸数

飼養羽数（成鶏めす）

１戸当たり飼養羽数
（成鶏めす）

乳用牛(R７年)

飼養戸数

飼養頭数

１戸当たり飼養頭数

豚(R６年)

飼養戸数

飼養頭数

１戸当たり飼養頭数



300

350

400

450

500

550

600

650

700

750

800

（千円） 沖縄県内の家畜市場別の肉用子牛（黒毛和種）の取引価格の推移

南 部 伊 江 宮 古

八重山 今帰仁 黒 島

久米島 多良間 計（県全体）

Ｒ７年12月

南 部 729,904円(144%)

伊 江 721,374円（-%）

宮 古 743,213円(155%)

八重山 739,184円(153%)

今帰仁 762,062円(137%)

黒 島 704,490円（-%）

久米島 - 円（-%）

多良間 683,163円(143%)

県(平均) 733,452円(147%)

※Ｒ７.12データのみ速報値

※（ ）は対前年同期比

【参考２】 直近における家畜市場別取引状況

沖縄県内の家畜市場別の肉用子牛（黒毛和種）の取引頭数の推移
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R5.12 R6.1 R6.2 R6.3 R6.4 R6.5 R6.6 R6.7 R6.8 R6.9 R6.10 R6.11 R6.12 R7.1 R7.2 R7.3 R7.4 R7.5 R7.6 R7.7 R7.8 R7.9 R7.10 R7.11 R7.12

南部 401 422 396 388 370 403 393 409 408 389 434 352 409 420 384 354 362 355 367 380 338 384 360 343 368

伊江 186 125 123 176 179 179 165 155 177 128 112 178 181 170 173 143 156

宮古 321 375 332 340 387 342 199 265 295 288 300 269 284 354 314 307 341 325 287 275 278 268 263 202 270

八重山 683 696 661 690 695 687 312 651 595 700 659 675 684 675 618 637 647 599 648 607 537 597 562 566 560

今帰仁 232 293 225 236 233 273 667 233 230 217 243 204 234 261 238 215 251 228 219 187 226 195 210 183 194

黒島 171 149 149 230 144 129 119 119 115 126 120 108 101

久米島 226 217 206 188 224 200 241 208 204 180 179 181

多良間 163 127 247 208 234 206 166 135 95 132 199 191 195 125 105

取引頭数（総数） 1,800 2,496 1,986 2,143 2,069 2,060 2,035 2,069 1,734 2,126 1,967 1,974 1,746 2,342 1,814 1,948 1,978 1,837 1,893 1,919 1,574 1,904 1,663 1,475 1,754

資料：（公財）沖縄県畜産振興公社「家畜市場取引成績（黒毛和種）」 
        　※赤字は速報値、黒字は確定値



資料：（公財）沖縄県畜産振興公社「家畜市場肉用牛取引実績報告書」

【参考３】 沖縄県内家畜市場で取引された肉用子牛（黒毛和種）の県外移出先別頭数
（令和６年度）
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岩 手 県：   212頭
山 形 県：   986頭
福 島 県： 723頭

計： 1,921頭

東北地区

茨 城 県：    102頭
栃 木 県：   442頭
群 馬 県：   5頭
埼 玉 県：       5頭
東 京 都：      31頭
神奈川県：     38頭
静 岡 県：  129頭

計：   752頭

関東地区

滋 賀 県：     20頭
京 都 府：   118頭
大 阪 府：   711頭
兵 庫 県： 114頭
奈 良 県：   158頭

計： 1,121頭

近畿地区

三重県： 385頭
計： 385頭

東海地区

徳 島 県： 803頭
愛 媛 県： 172頭

計： 975頭

四国地区

島 根 県：   57頭
岡 山 県： 260頭

計： 317頭

中国地区

福 岡 県： 271頭
佐 賀 県： 1,231頭
長 崎 県： 1,483頭
熊 本 県： 1,519頭
宮 崎 県： 1,758頭

鹿児島県：  9,694頭
計：15,956頭

九州地区

沖縄

沖縄県： 2,451頭

北 海 道： 4頭
計： 4頭

北海道
令和６年度

取引頭数：23,882頭

県外： 21,431頭    (90 %)
県内：  2,451頭   (10 %)



2,504 2,444 2,441
2,101 2,185

2,603
2,249

1,888 1,920 2,049 2,134 2,152 1,963 1,975 2,048 2,125 2,187 

1,940 2,150 2,199 

2,058 2,003 

1,955 

1,904 

1,824 1,890 
1,963 2,029 2,008 

1,826 1,777 
2,030 2,103 

2,385 

4,444 4,594 4,640 

4,159 4,188 
4,558 

4,153 
3,712 3,810 

4,012 4,163 4,160 
3,789 3,752 

4,078 4,228 
4,572 

(56.3%) (53.2%) (52.6%)
(50.5%) (52.2%)

(57.1%) (54.2%) (50.9%) (50.4%) (51.1%) (51.3%) (51.7%)
(51.8%) (52.6%) (50.2%) (50.3%) (47.8%)

H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R元 R2 R3 R4 R5 R6

沖縄県内のと畜頭数（牛）の推移

（株）沖縄県食肉センター その他のと畜場

資料：農林水産省「畜産物流通統計」
（株）沖縄県食肉センターHP

（年度）

200,733
224,131 239,759 229,346 227,414 216,818 205,270 196,267 198,702 207,246 216,957 205,784 201,772 203,828 202,197 194,525 190,151 

123,941 

130,523 
126,876 

124,304 123,272 
115,703 

105,808 115,751 117,666 
122,515 120,431 

113,082 111,863 109,329 109,578 105,601 104,659

324,674 
354,654 366,635 

353,650 350,686 
332,521 

311,078 312,018 316,368 
329,761 337,388 

318,866 313,635 313,157 311,775 
300,126 294,810 

(61.8%) (63.2%)
(65.4%) (64.9%) (64.8%) (65.2%) (66.0%) (62.9%) (62.8%) (62.8%) (64.3%) (64.5%) (64.3%) (65.1%) (64.9%) (64.8%) (64.5%)

H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R元 R2 R3 R4 R5 R6

沖縄県内のと畜頭数（豚）の推移
（株）沖縄県食肉センター その他のと畜場

資料：農林水産省「畜産物流通統計」
（株）沖縄県食肉センターHP

【参考４】 沖縄県内のと畜頭数の推移
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